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「六ヶ所村スマートグリッド実証実験」開始に関するお知らせ  

 

 

当社は、平成21年10月30日付「六ヶ所村スマートグリッド実証モデル実施計画に関するお知ら

せ」にてお知らせ致しました通り、実証モデル実施の準備を進め、トヨタ自動車株式会社、パナ

ソニック電工株式会社、株式会社日立製作所と共同で本年9月16日から、世界初の大規模蓄電池併

設型風力発電所を活用した住民居住型のスマートグリッド実証実験を開始することとなりました。

開示しておりました事項の経過進捗につきまして添付の通りお知らせ致します。 

 

 

以上 
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2010 年 9 月 15 日 

日 本 風 力 開 発 株 式 会 社 

ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社 

パナソニック電工株式会社 

株 式 会 社 日 立 製 作 所 

 

 

 

 

日 本 風 力 開 発 株 式 会 社 （ 以 下 「 J W D 」 ） 、 ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社 （ 以 下 「 ト ヨ タ 」 ） 、 

パナソニック電工株式会社（以下「パナソニック電工」）、株式会社日立製作所（以下「日立」）は、 

青森県六ヶ所村において、低炭素社会実現に向けた効率的なエネルギー利用を実証することを目的

に、世界初の大規模蓄電池併設型風力発電所を活用した住民居住型のスマートグリッド実証実験

を本年 9 月 16 日から開始します。 

 

「スマートグリッド」を構築するためには、それぞれの国・地域が抱える電力事情（電源、送電線）や

通信インフラ事情に合わせ、新エネルギーによる発電設備、電気自動車・プラグインハイブリッド車

や蓄電池、蓄熱機器などの蓄エネルギー機器を導入する必要があると考えられます。現在、これまで

にない電力エネルギーの移動形態、エネルギー調整手段の多様化を見据え、発電側で調整されて

いた従来の方法から、ICT（Information and Communication Technology）を活用し、需要側も対象と

した需給調整への発展が見込まれます。 

 

JWD、トヨタ、パナソニック電工、日立は、今回、風況に恵まれ、風力発電導入量が国内最大の 

六ヶ所村において、系統電力から独立した電力網であるクローズドグリッドを独自に構築し、需要と 

供給の連動を支える技術開発と共同での実証実験に取り組んでいきます。 

 

１．プロジェクト概要 

○ 期間：2010 年 9 月～2012 年 7 月（予定） 

○ 地域：青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮
お ぶ ち

（全体概要参照） 

 

２．特徴 

世界初の大規模蓄電池併設型風力発電所を活用した CO2 を排出しないクローズドグリッドを 

構築しました。国内外での早期の事業化をめざし、自然エネルギー発電を電源として電力供給側

と需要側を協調させ、実証する地域全体でエネルギーマネジメントを行い、エネルギー効率の 

最適化を実証します。 

具体的には、対象となる国・地域（日本、欧州、新興国、資源国など）の電力事情（電源、需要、

需給バランス）および地域事情（離島、気候その他特殊事情）を想定したクローズドグリッドでしか

実証できないシナリオを作成し、エネルギー利用の効率化を実証します。 

「六ヶ所村スマートグリッド実証実験」開始 
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・自然エネルギー（風力発電、太陽光発電）を供給源としたクローズドグリッド 

・実生活データに基づく実証 

・系統電力から独立したローカル市場モデルを模擬実験することが可能 

・供給側、需要側双方に蓄エネルギー機器を設け、多様な運用が可能 

 

３．主要設備 

○ 六ヶ所村二又風力発電所（既設） 

○ コントロールセンター：JWD、日立 

全体需給制御システムとして発電側と蓄電設備などへのエネルギー貯蔵を連携する監視制御

システムを新設（イオスエンジニアリング＆サービス株式会社トレーニングセンター内に設置） 

○ スマートハウス：JWD 

六ヶ所村の分譲地「尾駮レイクタウン北地区」に、実証棟として「スマートハウス」6 棟を新設

し、実生活環境を構築 

○ 自営線（約 8km、6.6kV 電力ケーブル・通信用光ファイバー）：JWD 

六ヶ所村二又風力発電所と尾駮レイクタウン北地区の間に専用自営線を新設 

○ エネルギーマネジメントシステム：JWD、トヨタ、パナソニック電工 

スマートハウスに 3 種類のホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）を設置 

○ 自動検針システム：日立 

スマートハウスなど消費地点にスマートメーターを設置 

○ 太陽光発電設備（100kW）：日立 

○ 蓄電池（NAS 電池 100kW 級）：JWD 

グリッド内の電力需要量をコントロールする HUB 蓄電池（地域用蓄電池）として設置 

○ プリウスプラグインハイブリッド（PHV 8 台）：トヨタ 

○ 充電スタンド：トヨタ 

 

４．実験内容 

○ 様々な電力事情を模擬することが可能な電力環境を利用し、対象となる国・地域に合わせ、

各種需給調整手法の実効性とエネルギーマネジメントシステムの機能を評価します。 

○ CO2 削減要求の高い地域、電力供給が不安定な地域や自然エネルギーの活用効率の向上

を図る地域などの様々なニーズに応えるための電力供給システムの技術確立をめざします。 

○ 需要側での発電を効率的に利用するために、供給側の調整方法として、実証システム内で

の自然エネルギー発電状況に応じた電力貯蔵・放電など技術的にレベルの高い制御を 

行います。 

供給側では、自然エネルギー発電量が多い時は、HUB蓄電池の充電および蓄熱機器への

エネルギー貯蔵を実施します。発電量が少ない時は、HUB 蓄電池から電力供給を実施 

します。また、HUB 蓄電池が放電下限容量となった場合には、需要側への電力供給を停止

し、停電させる実験も実施します。 

なお、発電予測に基づき、エネルギー貯蔵を制御して HUB 蓄電池、蓄熱機器への稼動調整
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を実施します。 

需要側に対する調整手法として、情報提供（発電状況・電力単価）による需要誘導、 

デマンドレスポンス（機器の直接制御など）の各調整手法を単独または複数の組み合わせ

により実施します。また、一部の機器を使って市場メカニズムに基づく電力取引を実証する

計画です。 

 

【各社の取り組み】 

JWD 

自然エネルギー発電のもつ不安定さに対し、HUB 蓄電池での供給側の調整と、需要側

（スマートハウス）の電力負荷コントロールとの協調による CO2 フリーの電力需給制御システムを

構築します。スマートハウス側では、発電状況、居住者の電力使用状況、行動パターンなどに

基づき電力利用を計画・コントロールするエネルギーマネジメントシステムを設置し、快適性を

保ちながら供給側と協調するシステムを開発します。 

 

トヨタ 

スマートハウス、PHV の運行管理システム、電力消費／蓄電計画を作成、制御するシステム

「TSC」（TOYOTA Smart Center）、を実証。TSC は、電力消費状況から消費パターンと電力の

供給負荷を考慮してバッテリーへの蓄電やエコキュートを制御。さらに電力状況を見える化する

ツールとしてコミュニティ向けに「TSV」（TOYOTA Smart Vision）、ユーザー向けに HEMS

モニター、スマートフォン、車載ディスプレイオーディオの活用を実証します。 

 

パナソニック電工 

不安定な自然エネルギーを主な供給源とするスマートグリッドシステムのなかで、グリッド

システムと連携する HEMS を活用し、『電力供給側の要望』と『電力需要側（住人）の快適さ』の

両立を図るための調査と対策の検討を実施します。また、寒冷地対応型の高気密・高断熱住宅と

HEMS の連携による省エネ効果の検証と、HEMS 設備の寒冷地対応性の検証も進めていきます。

 

日立 

日立が長年にわたり培った系統制御技術、自動検針技術を適用し、風力・太陽光発電と

蓄エネルギー装置の導入により、自然エネルギーを最大限に利用するための、蓄エネルギー

制御、負荷制御技術の検証を行います。具体的には、連系点潮流、地域用太陽光発電監視、

スマートメーターによる各スマートハウスの消費・発電電力量を測定し、HUB 蓄電池制御を行う

電力コントロールセンターを開発、提供します。また、グリッド内の主電源として 100kW の太陽光

発電設備を提供します。実運転データに基づく特性評価を行い電力制御の性能向上に

役立てます。 
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※50 音順 

＜主要メンバー＞ 

日本風力開発株式会社 

トヨタ自動車株式会社 

パナソニック電工株式会社 

株式会社日立製作所 

＜プロジェクトアドバイザー＞ 

スパークス・グループ株式会社 

＜協力企業＞ 

イオスエナジーマネジメント株式会社 

イオスエンジニアリング＆サービス株式会社 

エネルギー戦略研究所株式会社 

積水ハウス株式会社 

株式会社デンソー 

トヨタホーム株式会社 

トヨタメディアサービス株式会社 

日立アプライアンス株式会社 

株式会社日立エンジニアリング・アンド・サービス 

株式会社日立情報制御ソリューションズ 

二又風力開発株式会社 

＜協力自治体＞ 

青森県六ヶ所村 

 

 

以 上 

参加企業一覧 
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スマートハウス 6 棟スマートハウス 6 棟

ＨＥＭＳＨＥＭＳ

充電スタンド充電スタンド

六ヶ所村二又風力発電所

スマートグリッド実証設備

スマートハウスイメージ

風力発電（51MW：34 基）風力発電（51MW：34 基）

NAS 蓄電池（34MW：17 基）NAS 蓄電池（34MW：17 基）

コントロールセンタ－コントロールセンタ－

太陽光発電（100kW）太陽光発電（100kW）

HUB 蓄電池（NAS 電池）HUB蓄電池（NAS 電池）

スマート
メーター

スマート
メーター

スマート
メーター

スマート
メーター

サーバー

各社データセンター

スマート
メーター

エアコン

家庭用蓄電池エコキュート
充電スタンド

太陽光発電

位置図位置図位置図

設備構成設備構成設備構成

模擬基幹系統

模擬配電系統
自
営
線

HEMS による需要側での
創エネ・蓄エネ制御

ディスプレイによる
エネルギーの見える化

供給側と需要側サービスの
情報連携制御

ICT を利用し、需要側も対象とした需給調整
〈 需要側の需給調整手法 〉
　① 情報提供による需要誘導
　② 価格による誘導
　③ デマンドレスポンス

系統レベルでの需給管理

充放電

コントロールセンターの役割コントロールセンターの役割コントロールセンターの役割

電力の流れ　　　　　　　情報の流れ

供給側
需要側

・コントロールセンター
・充電スタンド

・太陽光発電（100kW ）
・地域用蓄電池（100kW ）

・スマートハウス 6棟

・6.6ｋV送電線　約 8km
　※光ファイバー併設

トレーニングセンター

二又風力開発㈱

尾駮レイクタウン北地区

自営線 （電力 ・情報）
大石総合運動公園

●石油備蓄基地

老 部 川

太
   平
      洋

↓至 三沢↓至 三沢

六ヶ所村役場国
道
33
8号

国
道
338
号

←
至　

野
辺
地

尾 駮 沼

青森県

六ヶ所村

↑至 むつ

二 又 川

PHV

PHV

全　　 体　　 概　　 要全　　 体　　 概　　 要



供給側、需要側の協調により自然エネルギーの最大活用を実現
　自然エネルギー発電のもつ不安定さに対し、HUB蓄電池での供給側の調整と、需要側（スマートハウス）の電力負荷
コントロールとの協調による CO2 フリーの電力需給制御システムを構築します。
　スマートハウス側では、発電状況、居住者の電力使用状況、行動パターン等に基づき電力利用を計画・コントロール
するエネルギーマネジメントシステムを設置し、快適性を保ちながら供給側と協調するシステムを開発します。

シシステム開発：イオスエナジーマネジメント㈱

1.　最も効率的・低炭素な電力需給制御システムの構築1.　最も効率的・低炭素な電力需給制御システムの構築1.　最も効率的・低炭素な電力需給制御システムの構築

2.　エネルギーマネジメントシステムの開発2.　エネルギーマネジメントシステムの開発

大容量ポータブルバッテリーの開発大容量ポータブルバッテリーの開発大容量ポータブルバッテリーの開発

エネルギーマネジメントシステムの機能

　上流から下流まで、蓄電池制御技
術により、火力発電に頼らない CO2
フリーの電力需給制御システムを構
築します。

太陽光発電、小型風車

家庭用蓄電池
PHV

エコキュート

家電
エアコン、IHヒーター　等

エネルギー
利用実績分析

供給側と連動した
電力利用計画

コントロールセンター
からの情報

居住者の生活
パターン分析

家
エ

HEMS
各機器の
最適運用

多様なシーン・用途・機器に適合する
大容量ポータブルバッテリーの開発に取り
組みます。

・供給側・需要側の情報を一元的に集約し、ディスプレイに表示

・居住者の嗜好に合わせて画面を通じて簡易に制御方針を設定

・売電市場では、自動で負荷をコントロール

・災害、停電時に適切にエネルギーをコントロール

　HEMS へ各機器や系統側の情報を集約し、目的
（効率的・低炭素・低価格）に応じた家庭内エネルギー
のマネジメントを行います。

電力
発電情報・価格

情
報
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
情

報

① CC からのメッセージ
　（料金情報・電力情報　等）

② 部屋 / 機器ごとの電力使用状況

③ 家庭内の総消費電力量

④ 売電 / 買電力量

⑤ 発電量（風力・太陽光）

⑥ PHV の蓄電残量

⑦ ホームバッテリーの蓄電残量

⑧ エコキュートの蓄熱状況

⑨ 電力使用状況（目標値・実績値）

その他（宅内温度・湿度　等）

※表示画面は、実証実験期間中、適宜改良を加えていく予定です。

①→

②→

③→

④→ ←⑥
←⑦
←⑧

←⑨

⑤↓

見える化一覧

本社（東京）スマートハウス（六ヶ所村）

Portable ＆ Convertible

需要家
（プロシューマー）
需要家
（プロシューマー）

電力需給制御システム電力需給制御システム

自然エネルギー発電自然エネルギー発電 HUB蓄電池
（NAS 電池）
HUB蓄電池
（NAS 電池）

ホームディスプレイ イメージ

コミュニティの需給に
合わせたコントロール
コミュニティの需給に
合わせたコントロール
コミュニティの需給に
合わせたコントロール
コミュニティの需給に
合わせたコントロール

一般家庭の
プロシューマー化
プロデューサー（生産）と
コンシューマー（消費）の
複合体

蓄エネ機器により
家庭内の負荷を調整

発電状況、電力料金、電力使用
状況等

見える化







模擬基幹系統

模擬配電系統

連系点

二又風力発電所
（ＪＷＤ）

系統側と
需要家側サービスの

情報連係制御

PHV

充電ﾎﾟｰﾙ

集合住宅等 スマートハウス
（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工）

スマートハウス
（JWD）

スマートハウス
（トヨタ）

・
系
統
レ
ベ
ル
で
の
需
給
管
理

（
創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
含
む
）
制
御
機
能

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
連
係

太陽光発電
（日立製作所）

電力ＣＣ
（日立製作所，ＪＷＤ）

監視制御卓監視制御サーバ

PCS

PCSPV(100kW)

Ｈｕｂ電池(250kW)

充放電制御充放電制御充放電 Ｍｉｎｉ情報
ＨＵＢサーバ

ＮＡＳ電池
（ＪＷＤ）

蓄熱制御蓄熱制御

制御情報連係制御情報連係 情報流通制御情報流通制御

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
に
よ
る

需
要
家
側
で
の

創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
制
御

ＰＨＶ
（ｽﾏｰﾄｾﾝﾀｰ）

ＰＨＶ
（ｽﾏｰﾄｾﾝﾀｰ）

スマートホーム
（ｽﾏｰﾄｾﾝﾀｰ）

スマートホーム
（ｽﾏｰﾄｾﾝﾀｰ）

コミュニティで発生する限られた自然エネルギーを最大活用し、上位系統からのエネルギー供給を最適化
する(*)よう、電力コントロールセンター（以下、電力CC）で以下を実施する。
●上位系統の連系点での潮流監視、コミュニティ内各所での電圧・電流監視、自動検針よるスマート
ハウスの需給監視

●コミュニティ内での自然エネルギー発電 （地域-PV、各戸ＰＶ、小型風車発電）と 需要状況に応じた
畜エネルギー制御（ＨＵＢ- 蓄電池制御、ヒートポンプ式給湯器制御）、ＨＵＢ‐蓄電池放電制御

●電力CCの系統情報・制御情報をＭｉｎｉ
情報ＨＵＢサーバを介して各スマートホーム
のエネルギー制御センターと共有。
エネルギー制御センターを介した
住民参加型の需要誘導

(*)連系点での潮流（P、Q）を計画値（通常
時一定）とする潮流制御

株 式 会 社 日 立 製 作 所

凡例：PHV（Plug-in Hybrid Vehicle）、PCS（Power Conditioning System)

特徴

概要

CO2フリーの自然エネルギーを最大限に利用するための蓄エネルギー制御（蓄電池充電、蓄熱）、蓄電池
放電制御の検証や、住民参加型の需要誘導技術の検証を実施する。

＜協力企業＞
日立アプライアンス株式会社
株式会社日立エンジニアリング・アンド・サービス
株式会社日立情報制御ソリューションズ

HUB蓄電池、蓄熱装置などの直接制御
や、系統情報のエネルギーサービス事
業者との共有化により間接制御などで、
外部への潮流の変動を最小化する。

HUB蓄電池、蓄熱装置などの直接制御
や、系統情報のエネルギーサービス事
業者との共有化により間接制御などで、
外部への潮流の変動を最小化する。


